
Abstract

The purpose of this study was to investigate longitudinal changes in structure, muscu-

lar strength and strength power for elite university fencers. Forty-seven elite fencers,

freshmen and seniors，（23 males, 24 females）had a morphometric isokinetic maximum

strength test, a maximum anaerobic power test using a bicycle ergometer, and jump

performance tests. The results are as follows :

１）Even though they had been training in the same environment, the difference be-

tween male and female fencers is seen in longitudinal changes in structure, muscular

strength and strength power. Although for male fencers, the improvement of physique

due to increased muscle volume were showed, the muscular power and strength power

per weight seldom improved. On the other hand, the female fencers didn’t improve in

physique, unlike male fencers, increased in muscular strength and strength power per

body weight.

２）The factor to improve muscle volume at the male fencers was suggested that a

playing style of fencing which is represented by forward leg motion at an attack has

influenced. On the other hand, there was no increase in muscle volume of female fenc-

ers has been suggested, it is the effect of hormone secretion by gender.
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３）In both genders, the muscular strength of the core improved. This result suggests

that the practical exercises like game format at university affect the improvement of

core muscular strength.

Keywords : Elite university fencer, Longitudinal change, Structure, Muscular strength,

Strength-power

１ はじめに

フェンシング競技にはフルーレ、エペ、サーブルの３種目がある。それぞれの種目において

ポイントが獲得できる部位（有効面）や剣の形状が異なり、攻撃や防御に対するプレイスタイ

ルの違いはあるものの、何れの種目も対戦相手よりいかに素早く剣で突く（斬る）ことができ

るかが重要となる。そのため、相手との間合いから素早く攻撃ができる能力や攻防に応じて

１４mのピスト（幅１．５～２m）内を前後に素早く、時には連続的に動くことができる能力、そ

して近距離の攻防において巧みに剣を捌く能力などが要求される。

このようなフェンシング競技のプレイスタイルで特徴的なのものとしては、剣を片手で扱う

ことから左右の四肢の動作様式の違いがあげられる。その時の基本の構えは、剣を持つ手と同

側の脚が体幹の前方に位置し、剣を持たない手と同側の脚が体幹の後方に位置し、且つ、その

脚はおよそ９０°外旋させた姿勢であり、いわゆる半身の構えになる。このような構えからのフ

ットワークとしては、前進では前脚が、後退では後脚が先導した状態での移動スタイルが基本

となる。また、攻撃時の基本動作であるファント（突き）動作では、肘の伸展に合わせて前脚

を前方へ大きく踏み出す動作が特徴的である。それに対し後脚は、ステップやファント時に前

へ踏み出す（込む）時の蹴り脚として機能する。このようにフェンシング競技は、その特有の

プレイスタイルによりこれまでにも筋力などに左右差のあることが指摘されている７）１５）１８）１９）。な

かでも踏込み脚（前脚）は、熟練度が競技力と関係があるといった報告２０）も見られることから、

フェンシング特有のプレイスタイルを象徴する部位であると考えられる。

先述したように、フェンシング競技はその競技特性から筋力やパワーが必要とされる競技で

ある。そのため、これまでにもフェンシング選手の筋力やパワー特性を調べた研究は幾つか見

られる２）３）４）１２）１３）１６）１７）。しかし、その多くは高校生を中心としたジュニア選手を対象としたもので

あり、比較的競技レベルの高い大学生や社会人を対象にしたものは見られない。大学生の体格

や体型、持久力などに焦点をあてた報告５）６）はあるが、筋力やパワーについては取り上げられて

いない。

競技における体力の重要性を示すためには、競技力に応じた体力の特徴や、体力の向上が競
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技成績に及ぼす効果などを調べることが重要となる。しかし、現代の日本のフェンシング界に

おける体力に対する捉え方は「フェンシングの練習の中で十分」といった風潮であり、体力に

ついてはこれまでにもそれほど重要視はされてこなかった。そういったなか、２００２年にファン

ト動作の下肢への負担度に関する報告９）１０）がなされ、障害予防という観点からフィジカルトレ

ーニングの重要性が示された。また同年に、国際的競技力向上を目的に日本代表選手を対象と

して行われた体力測定の結果から、海外の代表選手との体力の差がいくつか明らかになり、体

力向上の必要性が示された１０）。このように日本代表選手とそれらを取り巻く環境については、

これ以降、体力やフィジカルトレーニングの重要性が浸透されつつある。しかし、日本フェン

シング界全体からすれば、依然として古い体質のままである。

現在、大学生チームは競技力が高い選手が多く含まれ、日本代表選手として活躍する選手も

多く見られる。大学生はジュニアから社会人へ移行する重要な過程であり、こういった大学生

の体力の現状を明らかにすること、そして、大学４年間で体力がどのように変化するかを競技

成績と合わせて見ることで、今後、日本代表選手の水準まで選手を育成する上において役立つ

知見が得られるものと考える。

そこで、本研究では一流大学生フェンシング選手を対象に、大学入学時から４年次にかけて

の形態や筋力、パワーがどのように変化するかを調査し、競技力向上の一助とすることを目的

とした。

２ 方 法

１）被験者

被験者は、A大学の一流フェンシング選手４７名（男子２３名、女子２４名）である。いずれも

大学４年間において大学選手権や国民体育大会など、全国大会に出場経験がある選手である。

また、なかには世界選手権など国際大会に出場経験のある選手も含まれる。

被験者は、大学１年次と４年次に形態計測とフェンシング競技に必要とされる筋力やパワー

に焦点をあてた体力測定を行った。

２）形態計測

形態計測の項目は、身長、体重、指極、皮下脂肪厚、筋厚及び周径囲であった。身長と体重

は全自動身長体重計（A&D社製）を用いて計測した。指極はメジャーを用いて計測した。皮

下脂肪厚は超音波画像診断装置（Nemio１０／SSA－５５０A東芝社製）Bモードを用いて、全身６

箇所（上腕前部、前腕腹部、大腿前部、上腕後部、肩甲骨下、大腿後部）を計測し、安部ら１）

の推定式を用いて体脂肪率（％FAT）を算出し、除脂肪体重（LBM : Lean Body Mass）を

も算出した。筋厚についても、超音波画像診断装置を用いて両側の上腕二頭筋と上腕三頭筋、
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大腿四頭筋と大腿二頭筋の筋厚を計測した。周径囲はメジャーを用いて、頚囲、胸囲、臀囲、

両側上腕囲、前腕囲、大腿囲、下腿囲を計測した。

３）体力測定

筋力測定は、等速性筋力測定機器（Con-TREX MJ�及び TA�，スイス CMV社製）を用

いて、等速条件下（６０deg／s）における肘関節、膝関節、股関節の屈曲・伸展及び体幹の前屈・

後屈の最大筋力（トルク）を測定した。パワー測定は、自転車エルゴメータ（POWER MAX

V�，コンビウェルネス社製）を用いた最大無酸素パワーと２種類のジャンプを用いた測定を

行った。最大無酸素パワーの測定では、３段階の負荷と全力駆動により得られた回転数から最

大無酸素パワーの絶対値と体重あたりの値を求めた。ジャンプによるパワーの測定では、静止

状態から反動を用いないスクワットジャンプと連続リバウンドジャンプをフォースプラットフ

ォーム（TYPE９２８１B, Kistler社製）上で実施し、スクワットジャンプについては、キック時

間、跳躍高（重力加速度（g）×滞空時間（t）２／８）、パワーの絶対値、体重あたりの値、リバウ

ンドジャンプについては、キック時間、跳躍高、ジャンプ指数（跳躍高／キック時間）を求め

た。

４）分析方法

四肢の筋厚と周径囲、肘関節、膝関節、股関節の最大トルクの結果については、剣を持つ手

側と逆手側に分けて分析した。上肢に関しては、剣を持つ手側を利き腕、逆側を非利き腕とし

た。下肢に関しては、剣を持つ手側を踏込み脚、逆側を蹴り脚とした。また、筋力値は、絶対

値と体重あたりの値を求めた。

各データの年次の差の解析には対応のある t検定を用い、有意水準は５％とした。

５）チームのトレーニング状況調査

形態及び体力の縦断的変化の裏付けとして、対象とした A大学の指導者に、チームの年間

スケジュール及びトレーニング状況について聞き取り調査した。また、高校生チームと大学生

チームの練習状況の違いについても調査した。

３ 結果及び考察

表１に、男女の形態計測の項目を１年次と４年次で比較したものを示した。

男子は、１年次と４年次で％FATに有意な増加は見られなかったものの、身長、指極、体

重及び LBMが有意（p＜０．０１）に増加し、周径囲についても計測したすべての箇所で有意に

増加した。このように男子は全体的に体格面での向上傾向を示す結果となった。また、筋厚の

結果から、両側の上腕三頭筋、大腿四頭筋、踏込み脚の大腿二頭筋などに有意な増加が認めら

れたことから、これら筋量の増加が男子の体重を増加させ、体格が大きくなった要因であると
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項 目
男 女

１年次 有意差 ４年次 １年次 有意差 ４年次

身長（cm） １７１．７±７．０ ＊＊ １７２．０±７．１ １６１．３±５．５ ＊＊ １６１．７±５．５

指極（cm） １７５．２±７．５ ＊＊ １７５．８±７．７ １６３．３±６．２ ＊＊ １６４．５±５．９

体重（kg） ６２．８±７．９ ＊＊ ６５．５±８．６ ５８．２±７．７ ５８．４±６．７

LBM（kg） ５３．４±５．７ ＊＊ ５５．４±５．８ ４５．２±４．４ ４５．４±３．７

%FAT（％） １４．７±２．６ １５．２±３．４ ２２．０±４．１ ２１．８±４．３

筋厚

（mm）

上腕二頭筋
利 き 腕 ３６．６１±２．３２ ３７．０９±３．０３ ３１．２１±２．８６ ３１．４８±２．６６

非利き腕 ３４．４０±２．５９ ３４．６６±２．８４ ２８．６２±２．６８ ２９．３４±２．６４

上腕三頭筋
利 き 腕 ４１．０６±３．４６ ＊

＊

４３．６０±５．０３ ３７．０２±４．９７ ３８．０７±４．４０

非利き腕 ３８．５３±４．７４ ４０．１６±５．８０ ３５．１４±５．３９ ３５．６９±４．５１

大腿四頭筋
踏込み脚 ６５．５４±２．７８ ＊＊ ６７．３３±３．６０ ６２．９０±５．４２ ６３．９１±５．３０

蹴 り 脚 ６４．０３±３．６７ ＊ ６５．７１±４．７４ ５９．５９±５．４４ ＊＊ ６１．６０±４．９４

大腿二頭筋
踏込み脚 ６８．７７±５．８３ ＊ ７１．１０±７．３２ ６４．２７±６．０４ ＊＊ ６６．７７±５．９２

蹴 り 脚 ６３．５７±５．１４ ６４．７３±６．００ ５９．７３±５．０８ ６１．３６±５．１５

周径囲

（cm）

頚 囲 ３５．０４±１．４２ ＊ ３５．５３±１．３２ ３１．３１±１．５１ ３１．４９±１．１２

胸 囲 ８４．８０±３．８１ ＊＊ ８６．５１±４．１３ ８４．６０±４．７８ ８４．１２±３．６４

臀 囲 ９２．０７±３．９６ ＊＊ ９３．７７±４．６６ ９５．２９±５．８４ ９６．２７±４．７８

上腕囲
利 き 腕 ２７．０３±１．９１ ＊＊ ２７．９７±２．２０ ２６．９６±２．１３ ２６．６５±２．１６

非利き腕 ２５．９７±２．２５ ＊＊ ２６．９３±２．３２ ２６．１４±２．２２ ２５．８０±１．９１

前腕囲
利 き 腕 ２５．５０±１．４４ ＊＊ ２６．０７±１．６４ ２３．９１±１．２８ ２３．８５±１．４０

非利き腕 ２４．１８±１．６２ ＊＊ ２４．５７±１．５６ ２２．６８±１．２４ ２２．４７±１．２８

大腿囲
踏込み脚 ５５．７４±３．０７ ＊＊ ５７．０３±３．５１ ５８．９０±４．２７ ５９．２６±４．２１

蹴 り 脚 ５３．４０±３．４０ ＊＊ ５４．４７±３．６４ ５６．０８±４．１４ ５６．２６±３．８９

下腿囲
踏込み脚 ３５．４２±２．２６ ＊ ３５．８０±２．３６ ３５．５５±２．３７ ３５．４１±２．３７

蹴 り 脚 ３５．８２±２．３７ ＊ ３６．２０±２．４８ ３６．０２±２．４１ ３５．９５±２．２２

＊：p＜０．０５ ＊＊：p＜０．０１ 平均値±標準偏差値

推察された。一方、女子は、一部筋厚（踏込み脚の大腿二頭筋、蹴り脚の大腿四頭筋）で有意

な増加を示したが、体重や LBM、％FAT、周径囲など身体組成面や体格面において、男子の

ような向上は見られなかった。

表１ １年次と４年次における形態計測項目の男女別比較
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表２に、肘関節、膝関節、股関節、体幹における最大筋力の絶対値、表３にその体重あたり

の筋力値を示した。

男女の筋力値において共通して有意に増加したのは、踏込み脚の股関節伸展、体幹の前屈及

び後屈筋力であった。体幹の前屈、後屈筋力については男女とも１％水準で有意な増加を示し

た。体幹以外の部位における男女別の傾向では、男子が、絶対値においては両側の膝関節屈曲

以外の全ての部位で有意な増加を示し、体重あたりの筋力値では、利腕の肘関節屈曲筋力と踏

込み脚の股関節伸展筋力が有意な増加を示した。一方、女子は、絶対値、体重あたりともに踏

込み脚の股関節屈曲、伸展筋力、蹴り脚の膝関節屈曲、伸展筋力、股関節屈曲、伸展筋力、非

利き腕の肘関節伸展筋力で有意な増加が見られ、女子の方が男子に比較して、体重あたりの値

での増加傾向が高く、特に下肢を中心とした筋力でその傾向が顕著であることが認められた。

最大無酸素パワー、リバウンドジャンプ、スクワットジャンプの結果（表４）では、男子が、

最大無酸素パワーの絶対値、スクワットジャンプパワーの絶対値と体重あたりの値で有意な増

加を示したのに対し、女子では、最大無酸素パワーの絶対値と体重あたりの値、リバウンドジ

ャンプの跳躍高、スクワットジャンプパワーの絶対値と体重あたりの値など、男子に比較して

パワー項目における高い増加傾向にあることが分かった。

表２ １年次と４年次における筋力測定項目（絶対値）の男女別比較

項 目
男 女

１年次 有意差 ４年次 １年次 有意差 ４年次

肘関節

（Nm）

屈曲
利 き 腕 ４３．２７±７．３８ ＊＊ ４７．５７±７．８１ ２８．０３±５．５５ ２９．０３±５．２３

非利き腕 ３６．６９±６．３４ ＊＊ ４０．４８±８．１３ ２３．５３±４．６２ ２４．７０±４．６７

伸展
利 き 腕 ５５．２１±１０．１１ ＊＊ ６０．０８±１１．８８ ３８．１０±９．７２ ４０．４４±７．８２

非利き腕 ５２．４６±１０．３８ ＊＊ ５７．７２±１１．９５ ３５．６５±８．７５ ＊＊ ３９．５２±６．８７

膝関節

（Nm）

屈曲
踏込み脚 １０２．８３±１６．２６ １０５．５２±１７．８６ ７４．４９±１５．７８ ７７．８８±１５．０８

蹴 り 脚 ９２．９９±１４．３１ ９７．５２±１９．３０ ６７．４７±１２．５５ ＊ ７１．５３±９．７７

伸展
踏込み脚 １７５．７３±３６．１３ ＊ １８６．９５±３８．２２ １４６．６４±２８．５４ １５３．６７±２４．０１

蹴 り 脚 １７５．６１±３３．０８ ＊ １８５．１７±３６．０７ １３２．１９±２６．４２ ＊＊ １４４．９１±２５．０１

股関節

（Nm）

屈曲
踏込み脚 １２７．７３±２０．９９ ＊ １３６．５１±２２．５７ ９３．３６±１４．３６ ＊ ９７．４４±１３．９３

蹴 り 脚 １２１．１６±１８．７４ ＊＊ １３１．７３±２４．８８ ８５．５３±１３．１３ ＊ ９１．８７±１２．５３

伸展
踏込み脚 ２７５．９０±４３．６３ ＊＊ ３０６．６６±５２．２０ ２０５．５２±３６．７０ ＊ ２２１．５１±４６．４６

蹴 り 脚 ２５３．０６±３９．４４ ＊＊ ２７９．１３±４６．５４ １７６．０７±３３．１５ ＊＊ １９４．３８±３６．２４

体 幹

（Nm）

前屈 １４５．９６±３２．４３ ＊＊ １７７．９０±３１．６７ １０９．９６±２７．７８ ＊＊ １２８．６６±２８．５５

後屈 ３０２．４２±５０．０７ ＊＊ ３４９．９５±５３．８６ ２２７．３６±３７．４８ ＊＊ ２５７．５３±３４．８２

＊：p＜０．０５ ＊＊：p＜０．０１ 平均値±標準偏差値

４２ 一流大学生フェンシング選手の形態及び筋力、パワーの縦断的変化



表３ １年次と４年次における筋力測定項目（体重割）の男女別比較

項 目
男 女

１年次 有意差 ４年次 １年次 有意差 ４年次

肘関節

（Nm／kg）

屈曲
利 き 腕 ０．６９±０．１１ ＊ ０．７３±０．１１ ０．４８±０．０７ ０．５０±０．０８

非利き腕 ０．５８±０．０８ ０．６２±０．１０ ０．４１±０．０６ ０．４３±０．０８

伸展
利 き 腕 ０．８８±０．１３ ０．９２±０．１５ ０．６５±０．１２ ０．６９±０．１１

非利き腕 ０．８４±０．１３ ０．８９±０．１８ ０．６１±０．１２ ＊＊ ０．６８±０．１０

膝関節

（Nm／kg）

屈曲
踏込み脚 １．６５±０．２４ １．６１±０．２０ １．２９±０．２８ １．３４±０．２４

蹴 り 脚 １．４９±０．１９ １．４９±０．２３ １．１６±０．１９ ＊ １．２３±０．１７

伸展
踏込み脚 ２．８０±０．４８ ２．８５±０．４４ ２．５１±０．３７ ２．６４±０．３８

蹴 り 脚 ２．８０±０．４１ ２．８２±０．３９ ２．２７±０．３４ ＊＊ ２．４８±０．３９

股関節

（Nm／kg）

屈曲
踏込み脚 ２．０４±０．２７ ２．０９±０．２５ １．６１±０．２０ ＊ １．６８±０．２３

蹴 り 脚 １．９４±０．２４ ２．０１±０．２６ １．４７±０．１５ ＊ １．５９±０．２４

伸展
踏込み脚 ４．４１±０．５３ ＊＊ ４．６８±０．５４ ３．５５±０．５７ ＊ ３．８１±０．７４

蹴 り 脚 ４．０４±０．５０ ４．２６±０．４８ ３．０３±０．４３ ＊＊ ３．３４±０．５９

体幹

（Nm／kg）

前屈 ２．３２±０．３９ ＊＊ ２．７２±０．４２ １．８８±０．３２ ＊＊ ２．２１±０．５０

後屈 ４．８２±０．５２ ＊＊ ５．３５±０．６２ ３．９２±０．４７ ＊＊ ４．４３±０．５０

＊：p＜０．０５ ＊＊：p＜０．０１ 平均値±標準偏差値

表４ １年次と４年次における最大無酸素パワーテスト及び各種ジャンプテスト項目の男女別比較

項 目
男 女

１年次 有意差 ４年次 １年次 有意差 ４年次

最大無酸素

パワー

絶対値（W） ８６８．２９±１４４．４７ ＊＊ ９３１．１０±１２８．１３ ６２７．８２±１１５．８３ ＊＊ ６７７．９５±１０９．７０

体重割（W／kg） １３．７７±１．５７ １４．１７±１．２３ １０．９７±１．３４ ＊＊ １１．７７±１．４０

スクワット

ジャンプ

キック時間（s） ０．３８±０．０６ ０．３６±０．０６ ０．３７±０．０４ ＊＊ ０．３５±０．０６

跳躍高（m） ０．３３±０．０６ ０．３５±０．０４ ０．２５±０．０４ ０．２６±０．０４

パワー（W） ５５２．４７±１３６．４４ ＊＊ ６２９．９９±１５２．４１ ３８４．３０±９５．９５ ＊ ４３０．１０±１１２．３８

パワー／体重（W／kg） ８．８３±２．０２ ＊ ９．６２±２．０４ ６．７４±１．３７ ＊ ７．４９±１．６６

リバウンド

ジャンプ

キック時間（s） ０．１８±０．０２ ０．１８±０．０２ ０．１９±０．０３ ０．１９±０．０２

跳躍高（m） ０．３０±０．０４ ０．３１±０．０５ ０．２５±０．０３ ＊ ０．２７±０．０４

ジャンプ指数 １．６７±０．３０ １．７９±０．３２ １．３９±０．３４ １．５０±０．３４

＊：p＜０．０５ ＊＊：p＜０．０１ 平均値±標準偏差値
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以上の結果をまとめると、男子は、筋肉量の増加による体格の向上は見られたが、それらに

見合った筋力やパワーでの改善は認められなかった。一方、女子は、体格面での向上は見られ

なかったが、体重あたりの筋力やパワーにおいて増加を示す項目が多かったことから、男子に

比較して自身の身体を力強く、パワフルに動かす能力が身についたものと考えられる。

このように、同じチームで、且つ同じ環境下で競技を行っていたにもかかわらず、形態面や

体力面で男女間における縦断的な変化に違いが認められた。

男子の形態面における縦断的変化の特徴として筋量の増加が示されたが（表１）、一般的に、

筋量増加を目的としたトレーニングとしては、比較的高負荷（最大挙上の８割程度の負荷）に

おけるウエイトトレーニングなどのレジスタンス系のトレーニングが代表的である。しかし、

A大学での全体におけるトレーニングの実施状況（表５）については、年間を通じて８月の

強化練習期の６日間の合宿時と２・３月の強化練習期間内の２０日間が中心である。但し、試合

期にもレジスタンストレーニングは実施しているものの、３０分以内の体幹を中心とした軽めの

内容であった。その他、自主練習としての取り組みも見られたが、体幹や腕が中心であり、下

半身のトレーニングは取り入れられてはいなかった。こういった状況にもかかわらず男子の筋

量が増加傾向を示した要因としては、フェンシング競技自体の特性にあると考えられる。実際、

フェンシング競技では、攻撃時に剣を相手に向けて突く際に、後ろ脚で地面を蹴り、前脚を大

きく踏み出し、続いて次への攻防に備えて踏み出した脚を素早く元に戻すといったように、ウ

エイトトレーニングの種目で見られるフォワードランジのような動きが競技中に頻繁に見られ

る。また、基礎練習やウォーミングアップ時においてもそれらを意識した動きが多く組み込ま

れている。すなわち、競技レベルの向上に伴い、攻防におけるスピードも増加し、それらが要

因で筋力やパワーもレベルアップされるようになるといった報告２０）もあることから、フェンシ

ング競技では、競技のプレイスタイル自体がレジスタンストレーニングの一役を担っているも

のと考えられる。このような点から男子の体格の向上は、フェンシング特有の競技スタイルが

影響したものと推察された。

一方、女子については筋力やパワーの値に増加は見られたものの、男子のような体格面での

向上はあまり見られなかった。レジスタンス系トレーニングによる筋量増加の性差を示した報

告１１）１４）では、同じレジスタンストレーニングを行っても、女子は男子に比較してホルモン分泌

の影響から筋量の増加が少ないとされている。また、女子は男子に比較して、特に上半身の筋

の発達の程度が小さいことも示唆されている８）。今回、女子では一部下肢筋厚において増加が

見られたものの、上半身については筋厚、周径囲とも全ての測定部位で増加が認められなかっ

たことから、女子の体格面に変化が見られなかった要因は、性差による特徴が影響したものと

考えられる。

４４ 一流大学生フェンシング選手の形態及び筋力、パワーの縦断的変化



表５ 指導者への聞き取り調査の回答

Q１ A大学における年間のトレーニング状況について

期 間
４月～７月

（試合期）

８月

（強化練習期）

９月～１２月

（試合期）

２月～３月

（強化練習期）

全体

頻度 週４回（１５分～３０分） 強化合宿中の６日間 週４回（１５分～３０分） 強化練習の２０日間

内容

体幹トレーニング中

心

ダッシュ系

フットワーク

体幹トレーニング

体幹トレーニング中

心

ダッシュ系

ジャンプ系

フットワーク

体幹トレーニング

個人

頻度 週６回（３０分～６０分） 週６回（３０分～６０分）

内容

自主練習※

上半身（体幹、腕）

トレーニング

自主練習※

上半身（体幹、腕）

トレーニング

※但し、トレーニング内容を指導者が把握しているものでない。各自の自主性に任せているた

め、その効果を裏付けることはできない。

《コメント》

大学の練習では全体で練習する時間が限られている（授業等の関係）ため、基本的にフィジカルトレーニ

ングは自主練習としている。大学生では競技歴にかなりバラつき（４年～１２年など）があり、競技レベルに

よって必要な筋肉、部位も個人によってかなり差がある。私たちのクラブではフィジカルトレーニングはフ

ェンシングの練習にプラス αと考えている感じが強い。

Q２ 大学と高校の練習内容の違いについて

フェンシング競技においては、高校から競技を始める選手が多く、そのことから高校の練習ではフェンシ

ングの動作を覚えることが優先されがちになりフィジカルトレーニングが少ないと感じられる。それに比べ

て大学では、フェンシング動作はある程度習熟されていることから、高いレベルになればなるほど体力の差

が勝敗に大きく影響するため、大学の上級学年で技術力の高い選手ほどフィジカルトレーニングを多く取り

入れている。また、高校と比べて、低学年から試合形式の実践練習が多く行われている。

縦断的な筋力の変化（表２、３）に男女間でその傾向が異なっていたものの、体幹の筋力に

ついては男女共通で１年次から４年次にかけて大きく向上（p＜０．０１）する結果となった。表

５の Q１が示すように、A大学での体幹トレーニングの実施状況が今回の結果に影響を与え

ている可能性も十分考えられる。しかしながら、フェンシング競技は、練習施設や指導者が他

の競技に比較して少なく、また、用具に関しても高価で手に入りにくいというような点から、

小学生や中学生といったジュニア期の早い段階から競技を始めることが少なく、多くのフェン

サーは高校生から始めることが多い。そのため、高校生の時期はフェンシングの基礎的な技術

練習に多くの時間を費やし（表５ Q２）、試合形式などの実践練習が少ないこと、さらには、

内 藤 譲 ・ 新 井 祐 子 ・ 山 本 英 弘 ４５



競技のための体力強化に費やす時間もないことが特徴として挙げられる。一方で、大学におい

ては体力面の強化に費やす割合は少ないものの、試合形式などの実践練習が低学年からも実施

されているところが高校生とは異なる点であり（表５ Q２）、この実践練習が上肢と下肢が

連動して総合的に作用するように働きかけられるため、それらを繋ぐ体幹の筋群をより刺激し

ていると考えられる。

ところで、これまでにもフェンシング選手に必要な体力要素の一つに体幹の筋力の重要性が

示唆されている１２）１３）。今回対象とした学生は一流として活躍している選手であることや、高校

生までの選手に比較して年間の試合数や実戦練習が多く組み込まれていること、さらにはチー

ムとして、年間を通じて体幹のトレーニングを意識的に取り入れてきたことなどが、体幹の筋

力を向上させたものと考える。

以上のように、男女共通して体幹の筋力が大きく向上した要因としては、実践的な練習の量

が影響したものと推察された。

４ まとめ

本研究では、大学生一流フェンシング選手を対象に、大学４年間に形態や筋力、パワーがど

のように変化したかを男女別に検討した。

その結果、次のことが明らかとなった。

１）男女ともに同じ環境下で競技を行っていたにもかかわらず、形態や体力における縦断的な

変化に違いが示された。男子は、筋量の増加による体格の向上は認められたが、体重あた

りの筋力やパワーの向上はほとんど認められなかった。一方、女子選手は、体格面での向

上は見られなかったものの、体重あたりの筋力やパワーにおいて増加する傾向が認められ

た。

２）男子の筋量増加の要因としては、攻撃時の下肢の動きに代表されるようなフェンシング特

有のプレイスタイルが影響しているものと推察された。一方、女子の筋量が男子のように

増加しなかった要因としては、性差によるホルモン分泌の影響が関係しているものと推察

された。

３）男女共通して体幹の筋力が大きく向上した。その要因としては、試合形式などの実践練習

が多く取り入れられていることから、基礎練習に比べて全身を使った動きが多く、そのた

め体幹の筋群がより刺激されたためであることが推察された。

４６ 一流大学生フェンシング選手の形態及び筋力、パワーの縦断的変化
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